
  開 催 報 告                                                

  令和５年度「しがこども体験活動実践交流会」  

   ～コロナ禍を経て変えたこと・変えなかったこと～     

 

【 日 時 】令和６年２月８日（木）13：30～16：30   

【 会 場 】滋賀県庁 東館７階 大会議室  

【 対 象 】「しがこども体験学校」登録団体、行政関係者（市町教育委員会、公民館・コミュニ

ティセンターで子どもの体験活動を企画運営する職員）、社会福祉協議会、地域で

の子どもの体験活動関係者、協力者団体 等 

【参加者】48 名（来場 29名、オンライン 19名） ※オンライン併用 

【 内 容 】 

 13:00 受付 

13:30 開会行事（開会挨拶、日程説明） 

13:35 事例紹介 

①「地域での子どもの体験活動」の取組 

ニンニン忍者秋キャンプ 

甲賀市教育委員会事務局社会教育スポーツ課 主事 松浦 涼子 氏 

②「しがこども体験学校」登録団体の取組 

ふるさとの水辺を未来に届ける 

認定ＮＰＯ法人びわこ豊穣の郷 事務局長 中 明子 氏 

14:50 グループ別情報交換 

15:50 発表 

16:20 閉会 

 

【 事例紹介 】  

●事例紹介①「地域での子どもの体験活動」の取組 

 甲賀市青少年自然体験活動振興計画をもとに、教育委員会事務局社会教育スポーツ課の取組で

ある「ニンニン忍者キャンプ」を御紹介いただきました。キャンプの活動内容は、秋キャンプを

中心に、盛りだくさんの内容でした。また、事前研修（半日）の実施や、一日の振り返りの時間

を設けるなど、参加者の学びを深めるしかけや、ボランティアのキャンプリーダーを中心に活動

が実施されています。青少年育成の場、機会にもなっているなど、体験活動に参加したすべての

方にとって、充実した活動となるような取組を教えていただきました。 

 

 

子どもの体験活動や青少年教育に関わる機関・団体

の企画運営担当者等を対象に、事例紹介や情報交換等

を通して、青少年の体験活動の充実や活性化を図ると

ともに、各機関・団体の連携を推進する機会とするこ

とを目的として実践交流会を実施しました。 



●事例紹介②「しがこども体験学校」登録団体の取組 

 認定ＮＰＯ法人びわこ豊穣の郷の取組として、「ふるさとの水辺を未来に届けるために」と題

し、守山市の赤野井湾周辺の水環境改善を掲げ 28 年目となる活動を御紹介いただきました。持

続可能な取組とするために、目田川清掃活動に参加する子どもたちが結成する「目田レンジャー」

を中心に、若い世代の方の会員増の仕組みや、子どもの自主性を育む活動を教えていただきまし

た。 

●グループ別情報交換 

 「コロナ禍を経て変えたこと・変えなかったこと」というテーマで話し合っていただきました。様々

な所属の方に参加いただいたことで、幅広い話題を共有していただく、大変良い機会となりました。 

 

●参加者のアンケートより抜粋 

≪事例紹介①について≫ 

・参加した子どもたちが、いきいきと活動している、とても良い体験を提供されているなと思いまし

た。 

・キャンプ前の事前研修や振り返りなど、自分たちの取組に役立つ情報を頂けました。 

・過去に参加し、経験したことをキャンプリーダーとして、子どもたちに伝えているところが素晴ら

しいと思いました。また、野外調理が子どもたちの中に一番残っているという点は、食に携わるも

のとしてできることがあると感じました。 

・体験と産業、体験と環境、体験と創造・ものづくりなど、社会教育の手法を利用した人づくりやつ

ながりづくりを目的とされており、素晴らしい発表でした。 

≪事例紹介②について≫ 

・子どもたちへ有意義な体験を提供したいという目的や理念をしっかりと持って活動されていた発表

に目が覚めました。 

・子どもたちの自主性、協調性の育成が素晴らしい発表でした。 

・自治会と協働して進めてこられた歴史や実績を知り、とても素晴らしい活動だと感じました。また、

目田レンジャーとエースになるまでの制度がおもしろかったです。 

・目田レンジャーをとおして、子どもたちの成功体験により生まれた自信が、次の活動へのやる気に

なった点は、仕事に置き換えても共感することができました。 

・活動団体の高齢化、担い手不足が課題となる中で、子どもたちや保護者の方とうまく関わることで、

次世代の人材を育成されており、素晴らしい活動だと思いました。 

≪グループ別情報交換について≫ 

・コロナ禍により、生活スタイルが大きく変化し、オンライン会議等

が増えましたが、「つながり」や「体験」の大切さを再確認しまし

た。 

・物の見方を変えることは難しいが、様々な人から同じテーマを話す

ことや、また直接意見交流することができたことがよかったです。 

・日々の活動を行う中で、他団体の方もいろんな工夫をされているお話を聞くことができ、励まされ

ました。 

・他団体の方と話ができ、今後の活動のよいヒントがたくさんもらえ、大変有意義な時間となりまし

た。 


